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衆
議
院
議
員
本
村
賢
太
郎
君
提
出
大
和
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
渋
滞
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

「
東
名
高
速
道
路
建
設
誌
」
（
昭
和
四
十
五
年
三
月
日
本
道
路
公
団
編
）
に
よ
れ
ば
、
大
和
ト
ン
ネ
ル
は
、
「
昭
和
三
十

九
年
九
月
、
高
速
道
路
予
定
地
の
近
く
で
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
墜
落
し
、
民
間
に
被
害
を
与
え
る
事
故
が
起
こ
り
社
会
的
に
大
問

題
と
な
っ
た
」
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
厚
木
海
軍
飛
行
場
の
「
進
入
表
面
下
の
路
線
縦
断
を
で
き
る
だ
け
航
空
管
制
の
制
限
高

よ
り
低
く
す
る
」
こ
と
に
よ
り
安
全
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
建
設
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
、
神
奈
川
県
警
察
本
部
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
及
び
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
神
奈
川
県
東
名
軸
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
大
和
ト
ン
ネ
ル
付

近
を
含
む
神
奈
川
県
内
の
東
名
高
速
道
路
の
渋
滞
対
策
の
検
討
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
七
年
九
月

十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
の
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
大
和
ト
ン
ネ
ル
の
存
在
が
、
当
該
ト
ン
ネ
ル
付

近
の
自
動
車
の
速
度
低
下
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
「
経
済
的
損
失
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
土
交
通
省
が
平
成
二
十
七
年
五

月
一
日
に
発
表
し
た
「
高
速
道
路
の
渋
滞
状
況
（
速
報
）
」
に
お
い
て
、
大
和
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
東
名
高
速
道
路
の
横
浜
町

田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
海
老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
区
間
に
お
け
る
平
成
二
十
六
年
の
年
間
の
渋
滞
損
失
時
間

は
、
上
り
方
向
で
は
百
三
十
四
万
人
・
時
間
、
下
り
方
向
で
は
百
五
万
人
・
時
間
と
さ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
環
境
負
荷
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
的
に
、
自
動
車
の
走
行
速
度
の

低
下
は
、
燃
費
の
悪
化
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

五
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
神
奈
川
県
東
名
軸
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
は
、
大
和
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
渋
滞
対
策
と
し
て
、
大
和
ト
ン
ネ
ル
等
を
拡
幅
し
、
付
加
車
線
を
設
置
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

二


